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豊田市博物館及び美術館における展示会場等運営業務委託 
公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 契約の目的 

  豊田市博物館及び豊田市美術館において、別添「豊田市博物館及び美術館における展示

会場等運営業務委託仕様書」に挙げる業務内容を実施するにあたり、それら業務の円滑で適

切な遂行と博物館及び美術館の魅力を高め、サービス向上を図るため。 

 

２ 業務の概要 

豊田市博物館及び豊田市美術館が展覧会開催の際に実施する、資料（作品）看視・観覧者対

応・券売等の会場運営業務。 

（別添「豊田市博物館及び美術館における展示会場等運営業務委託仕様書」のとおり。） 

 

３ 契約期間 

  委託期間の開始日から令和１０年３月３１日（金）まで 

（準備期間   委託期間の開始日から令和９年３月３１日（水）まで 

業務期間   令和９年４月１日（木）から令和１０年３月３１日（金）まで） 

 

４ 提案限度額 

   ２２６，９６０，２６１円（税込） 

 

５ 参加資格要件 

  次に掲げる条件をすべて満たす者 

（１）公告日において、令和８・９年度の豊田市競争入札参加資格（物品等）を有する者。 

（２）参加表明書の提出日から当該案件の契約の相手方の決定までの間、地方自治法施行令第       

１６７条の４第１項又は第２項の規定に該当する者でないこと。 

（３）参加表明書の提出日から当該案件の契約の相手方の決定までの間、会社更生法に基づく更

生手続開始の申立て又は民事再生法に基づく再生手続開始の申立てをしている者でないこ

と。 

（４）参加表明書の提出日から当該案件の契約の相手方の決定までの間、本市から入札参加停 

止又は入札参加保留の措置を受けていないこと。 

（５）参加表明書の提出日から当該案件の契約の相手方の決定までの間、本市と豊田警察署の 

間で締結している「豊田市が行う事務及び業務からの暴力団排除に関する合意書」に規定す

る排除の対象となる法人等に該当する者でないこと。 

（６）公告日において、平成２８年４月以降の官公庁民間を問わず発注の業務で、元請として１
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契約当たり税込金額１億1,500万円以上の「博物館又は美術館が行う展覧会の看視業務（券

売及び案内業務を含む。）」の履行実績を有する者。 

 

６ 選考日程 

（１） 全体スケジュール 

令和８年 

９月１４日（月）    業者選定審査会による方式の決定 

９月１６日（水）    事業実施の公告及び公表並びに公募の開始、 

実地確認（博物館・美術館）申込開始 

     業務説明資料等の交付開始 

９月２４日（木）    実地確認（希望者） 

９月２５日（金）    実地確認（希望者） 

９月３０日（水）    参加表明書の受付期限・質問の受付期限 

１０月 １日（木）    参加資格確認通知書の送付 

１０月 ７日（水）    質問の回答期限 

１０月１９日（月）    提出書類の提出期限 

１０月２６日（月）    ヒアリングの実施及び選考委員会開催 

１０月２７日（火）    選考結果の通知・最優秀提案者との仕様書の協議開始 

１２月 ７日（月）予定  業者選定審査会による業者の決定 

１２月１６日（水）予定  見積徴収 

１２月２４日（木）予定  契約締結 

 

  （２）実地確認（博物館・美術館）※希望者のみ 

    ア 日時     ９月２４日（木）・２５日（金） 

午前１０時～正午・午後２時～４時 

希望日時を提出すること 

博物館・美術館が調整し、日時を通知する 
イ 見学場所   豊田市博物館・豊田市美術館 

    ウ 申込方法   豊田市博物館へ別紙「申込書」を提出すること 

    エ 参加上限数  １者２名まで 

    オ 注意事項   実地確認の際は、質問を受け付けない 

後日、書面で質問事項を提出すること 

 

（３）ヒアリング 

ア 日時  １０月２６日（月）午後１時～5時のうち指定する２５分間 
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イ 場所  豊田市美術館 

ウ 備考  提出書類に基づき１者２５分（説明１０分、質疑応答１５分）のヒアリング    

    を行う。 

・プレゼンテーション及び質疑応答は参加者名を伏せて行うので自己紹介を

行わないこと。 

    ・全提案者のヒアリング終了後、引き続き選考委員会を実施する。 

・ヒアリングに欠席した提案者は、本プロポーザル不参加とする。 

・ヒアリングへの参加者は最大２名とし、うち１名は配置予定の業務担当責

任者が参加すること。 

 

７ 選考委員 

委員長  豊田市博物館館長                   村田 眞宏 

     豊田市美術館館長               高橋 秀治 

     豊田市美術・博物部 副部長             成瀬 文浩 

     豊田市博物館運営協議会 委員      釘宮 順子 

   豊田市美術館運営協議会 委員      正村 美里 

  

８ 提出書類 

Ａ４サイズ両面６枚以内（表紙、目次、見積書及び積算内訳書を除く｡）に以下の内容を記載す

ること。ただし、副本については、社名及び社名を連想させるロゴ等を使用しないこと。 

（１）提案書類 

ア 企業の業務実績に関すること 

（ア）会社概要 

（イ）平成２８年４月以降の、博物館又は美術館（官民を問わない。）が開催する展覧会の看

視業務（券売及び案内業務を含む。）の元請としての受託実績（博物館・美術館名、主な

展覧会名、請負金額、契約期間、業務の概要、１日あたりの最多来場者数の実績値） 

（ウ）現在元請として請け負っている博物館又は美術館（官民を問わない。）が開催する展覧

会の看視業務（券売及び案内業務を含む。）の一覧（博物館・美術館名、主な展覧会名、

請負金額、契約期間、業務の概要、1日あたりの最多来場者数の実績値） 

イ 配置予定の業務担当者等の能力に関すること 

（ア）ア（イ）の実績のうち、業務担当責任者又はこれに準ずる立場で従事した 1契約当たり

の請負金額が最も高い実績（担当業務の概要、従事期間） 

（イ）ア（イ）の実績のうち、主任担当者（チーフ）（２名）又はこれに準ずる立場で従事し

た業務の実績（1展覧会あたりの延べ観覧者数 15,000人以上の展覧会に従事した件数） 

ウ 組織体制（責任体制及び実施体制）に関すること 
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 組織体制図、各担当者（業務担当責任者、主任担当者（チーフ）（２名）、サブチーフ（２名

以上）、各ポストスタッフ）の役割、配置人数等 

エ マネジメントに関すること 

   （ア）観覧者数等に応じた、ポストの再配置の調整方法 

   （イ）迷惑行為、不当要求、その他困難事案への対応 

   （ウ）緊急時における観覧者等の安全確保や初動対応 

オ 研修に関すること 

カ セキュリティに関すること 

   公金及び個人情報の取扱い方法 

キ 取組意欲に関すること 

提案限度額以内での博物館及び美術館の魅力向上、観覧者数や満足度等の向上に繋がる提

案 

（２）見積書及び積算内訳書（１部・提案書とは別に封筒に入れ、封をして提出すること。） 

豊田市博物館における展示会場等運営業務委託に係る経費分と豊田市美術館における

展示会場等運営業務委託に係る経費分の内訳を明確にし、合計金額の積算書を提出す

ること。 

  ※様式は指定しないが、積算内訳書の中に、各種業務の８時間分（１ポスト）の単価及び制

服に係る費用を記載すること。 

（３）作成上の留意事項 

  ア Ａ４縦長左綴じで、正本１部及び副本６部を作成すること。ただし、表紙の添付は不要。 

  イ カラー印刷又はモノクロ印刷であることは問わない。 

  ウ 提出期間内に書類を提出しなかった者は、本プロポーザル不参加とする。 

  エ 提出された書類は返却しない。 

  オ 提出期限後は、提出された提案書類の差替え又は再提出は認めない（本市から指示があ

った場合を除く。）。 

 

９ 評価 

（１）以下の項目についてア及びウを事務局が採点し、イを選考委員が採点を行い、ア及びウの

採点結果と各選考委員の採点の合計が最高得点の者を契約の相手方とする。ただし、あらか

じめ定めた最低基準点以上の者とする。なお、詳細な採点基準や最低基準点は、別紙評価基

準表に示すとおりとする。 

ア 業務経歴等（９０点満点）【事務局評価】 

（ア）企業の業務実績（５０点） 

  （イ）業務担当者等の実績・能力（４０点） 

イ 業務実施計画等（７２点満点）【選考委員評価】 
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（ア）知識（１２点） 

（イ）組織体制（８点） 

（ウ）マネジメント（２４点） 

（エ）研修（４点） 

（オ）セキュリティ（４点） 

（カ）取組意欲（２０点） 

ウ 価格（５０点満点）【事務局評価】 

 ※評価点（５００点満点）＝ア【業務経歴（９０点）】 

＋イ【業務実施計画等（７２点）×５人】 

＋ウ【価格（５０点）】 

（２）価格点について 

価格点は、評価点５００点満点のうち５０点を満点とし、以下の式によって算出する。な

お、小数点以下は四捨五入により算出する。 

 

 

 

（３）最高得点の提案者が複数の場合は、評価項目のうち「イ 業務実施計画等 （カ）取組意

欲」の合計得点が高い者を契約の最優秀提案者として選定する。 

（４）提案者が一者の場合でも、最低基準点に達しない者は契約の相手方としない。 

（５）5 名の選考委員のうち 1 名以上が「不十分」と評価した項目がある提案者は、契約の相手

方としない。 

（６）最低基準点について 

次の各号に掲げる基準をすべて満たす提案者の中から受託候補者を選定するものとする。 

ア 別紙評価基準表「ア 業務経歴等」について、評価項目①から⑤までの５項目のうち、

それぞれの配点の 50％以上の点数を得た項目が２項目以上あること。 

イ 別紙評価基準表「イ 業務実施計画等」について、各選考委員の合計点数が、各項目の

「普通」を足した合計点に選考委員の人数を乗じた点数（180点）以上であること。 

 

１０ その他 

（１）このプロポーザルに参加する費用のすべては、参加者の負担とする。 

（２）博物館は修繕工事をする可能性があり、工事の実施時期によっては、令和９年１２月頃以

降の時期において、３か月程度休館する場合がある。休館する場合は、休館開始日の６か月

前までに博物館から受注者にその旨と休館期間を通知する。その場合は休館期間に応じて、

受付・看視業務の内容、従事者の配置人数（ポスト数）及び契約金額を変更するものとする。 

（３）本契約の履行結果が優良な場合、令和１０年度、令和１１年度に予定している当業務につ

 価格点 ＝ ５０点満点（価格点数） × （最低見積金額 ÷ 見積提示金額） 
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いて、本契約の相手方として随意契約により締結することがある。ただし、契約は単年度毎

に締結し、前年度の業務の履行状況が良好の場合に限る。なお、年度毎の随意契約を行う際

に仕様書の内容を変更する場合がある。 

（４）採用案（契約締結先の提案書、提出図書等を含む）の著作権は、豊田市に帰属するものと

する。 

（５）手続きで使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。 

（６）ヒアリング実施前に選考委員との接触を禁止する。 

（７）最優秀提案者と本市との間で契約条件に関する協議を行い、最終的な仕様書を作成する。

仕様書作成後、最優秀提案者を契約の相手方とし、見積徴取の上、地方自治法施行令第１６

７条の２第１項第２号により随意契約を締結する。また、この協議において、最優秀提案者

からの企画提案書の内容変更は、原則として認めないものとする。 

（８）最優秀提案者特定の日から契約締結の日までの間に次のいずれかに該当するときは、随意

契約を行わない。なお、契約が不調に終わった場合は、最優秀提案者の次点の者と交渉する

ものとする。 

ア プロポーザルの参加資格要件に適合しなくなったとき。 

イ 提案に関する書類に虚偽の記載をしたことが確認されたとき。 

ウ 契約条件に関する本市との協議が調わないとき。 

エ 本市が最優秀提案者が委託事業を遂行することが困難と判断したとき。 

（９）前号の場合を除き、選考結果通知後の辞退は認めない。なお、受託の辞退等により本市に

損傷が生じた場合は、その費用を請求する場合がある。 

（１０）全ての提案者の社名、評価結果（得点）及び順位は、豊田市ホームページ等において公

表する。 

（１１）この要領に定めるもののほか、選定実施にかかる必要な事項は、豊田市が定める。 

（１２）その他本要領に定めのないことについては、別添「豊田市博物館及び美術館における

展示会場等運営業務委託仕様書」のとおりとする。 


